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1 緒   言 
消防庁では,消防活動に携わる消防職員
に対して専門的かつ高度な能力をそなえた
消防職員を養成するために各地に消防学校
を設置している. 特に専門的な能力を必要
とする分野のエキスパートの養成に対して
は選科教育として専門家による講義,実習
を行っている. 危険物保安業務に関しては,
高度の知識及び技術を専門的に修得させ,
危険物保安業務の教育指導者等としての資
質を向上させるために選科教育,危険物科
を各都道府県に所在する消防学校で実施し
ている. 
 しかし,福井県消防学校には,危険物の化
学反応によって引き起こされる火災を理解
するための化学実験設備（実験台・局所排
気装置等）が無く,危険物となる試薬等を保
有していないので,危険物の性質並びにそ
の火災予防及び消火の方法を理解するため
の燃焼分析実験が実施困難となっている. 
そこで燃焼分析実験については,講師を委
託し実習も外部機関の施設を使用して実施
している. 平成 18 年度からは,燃焼分析実
験のカリキュラム立案およびその実施を物
質工学科吉村忠与志教授が委託された. そ
れに伴い,危険物の燃焼に関する講義およ
び燃焼分析実験を本校施設内で実施するこ
ととなり,平成 18年度は片岡,平成 19年度
は野村・片岡の 2 名が支援業務を行った. 
主に 19 年度の実験の概要および支援内容
について報告する. 
２ 危険物とは 
 消防法に規定される危険物とは一般的な
危険物の総称ではなく,消防法および別表
で定められた常温（25℃）1 気圧で固体ま
たは液体であり,火災が発生しやすく火災
が拡大しすい,消火が困難という性質を持
つ物質である. また,危険物はその物質 
が持つ性質により 6つの種類に分類される.  
３ 燃焼分析実験の日程および実験項目 
 日程および実験項目を以下に示す. 
日程 
 9:00～ 9:20 ガイダンスおよび実験概要
説明  
 9:20～10:10 実験Ⅰ 物質の混触による
燃焼 
10:20～11:10 実験Ⅱ 第４類危険物の燃
焼実験 
11:20～12:10 実験Ⅲ 指定可燃物燃焼実
験                    
12:10～13:10 昼食 
13:10～14:00 実験Ⅳ 危険物以外の物 
を含む家庭用品の発熱 
14:10～15:40 結果整理・発表準備 
15:50～16:40 プレゼンテーション 
16:50～17:00 結果講評 
実験項目 
Ⅰ 物質の混触による燃焼 
 A:酸化性固体と可燃性液体の混触 
 B:酸化性固体と可燃性固体の混触+水の
存在 
 C:酸化性固体と可燃性固体の混触+加熱 
 D:禁水性物質+水 
Ⅱ 第４類危険物の燃焼実験 
 A:引火実験 
  a)引火地点の確認 
  b)引火点の確認 
  c)間接引火の確認 
 B:爆発燃焼実験 
Ⅲ 指定可燃物燃焼実験 
Ⅳ 危険物以外の物質を含む家庭用品の発
熱  
4 実験の概要 
実験Ⅰは危険物第 1類（酸化性固体）と可
燃性物質との混触やなどによって発生する
燃焼を観察した. 一例として実験Ⅰ-A の
操作を以下に示す. 
実験操作 
 蒸発皿（磁製の皿）を電子天秤の上に載
せ質量を測定し,風袋引きを行う. 次に過
マンガン酸カリウムを薬さじで約 5 ｇ蒸
発皿の中へはかり取る. 
 ドラフトチャンバー内のアルミバットの
中に過マンガン酸カリウムを入れた蒸発皿
を置きスポイトでビーカー内のグリセリン
約2 mlを過マンガン酸カリウムに慎重にす
ばやく注ぐ. 注ぎ終わったら腕時計などで
発火するまでの時間を測定し,反応の様子
を観察する. 
 実験Ⅱは,第４類危険物の燃焼実験とし
て引火実験および爆発燃焼実験を行った. 
 実験Ⅲは多種の指定可燃物の性状の違い
や塩素検出反応であるバルンシュタイン反
応を使い塩素の検出を行いダイオキシン発
生の可能性を検討した. 
 実験Ⅳは除湿剤として使われる無水塩化
カルシウムに水を加え上昇した温度を測定
した. 
 プレゼンテーションは専攻科講義室にて
1 グループ 5 分程度を目安に Microsoft パ
ワーポイント2003を使用して行った. 
５ 支援内容 
 支援内容は,消防学校講師および本校担
当教員より実験方針および講義内容のガイ
ダンスを受けた後に,教員の作成した実験
項目素案に基づき,予備実験を行い実験手
順の詳細を決め予備実験を行った後、教員
と結果を検討し PDCA サイクルを実施した
後実験テキスト原案を作成した. 購入物品
リストを作成し,福井県消防学校に物品お
よび試薬を購入依頼した. 実験時に,安全
指導,試薬器具等の取り扱い指導および参
加者の実技指導を行った. 会場の設営,撤
収を行った. 
６ 支援を行って 
 実験の実技指導は,実験に不慣れな受講
者を想定して時間をかけて安全を確保しな
がら危険性を実感するように心がけたつも
りである. しかし,安全意識が高く敏捷さ
を求められる消防職員が受講者なので,安
全かつ順調に実験は進行し質問時間や討議
時間を確保できた. 
 実験時に受講者の中から発火時に声があ
がったので,燃焼時の化学反応の激しさや
反応の速さを実感していたと思う. プレゼ
ンテーションも聴講したが,１時間 30 分程
度の短い時間に結果整理,発表内容の検討,
プレゼンテーションファイルの作成を行っ
たにもかかわらず,簡潔かつポイントを押
さえた発表が多く印象に残った. 
 また,実験終了時に実験が参考になった
との感想を聞き,実際に体験することの重
要さをあらためて確認するとともに、多少
ではあっても消防職員の皆様にお役に立て
たのではないかと思っている. 次回この
実験が実施されて支援を依頼された際には， 
1） 多くの受講者が実技を行えるように 
2） より安全により実感できる実験内容 
3） 化学実験に不慣れな受講者に理解しや
すいテキストの作成 
の三つの点に配慮して支援に当たりたい． 
７ 最後に 
 実験の一部は平成 19 年度物質工学科も
のづくり科学 C1 コースに採用され,危険物
の理解を深めるために実施された. 
 この支援を実施するに当たり,適切なア
ドバイスをいただいた吉村忠与志教授と,
ものづくり科学に実験を取り入れ,担当さ
せていただいた小泉貞之教授,単独発表を
許可して頂いた野村栄市技術専門職員に感
謝の意を表する. 
